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秋
の
収
穫
を
祝
う

　

金
成
平
形
地
区
で
は
、
11
月
８

日
に
秋
の
実
り
を
祝
っ
て
「
収
穫

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
形
地
区
の
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
集
会
所
に
集
ま

り
、
収
穫
し
た
も
ち
米
で
餅
つ
き

を
し
、
お
い
し
い
杵
つ
き
餅
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
黒
舞
な
ど
踊
り
や
歌

の
披
露
も
あ
り
、
秋
の
収
穫
を
み

ん
な
で
祝
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
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第
２
・
３
農
地
部
会
合
同
で
、
岩

手
県
雫
石
町
に
あ
る
「
有
限
会
社
フ

ァ
ー
ム
菅
久
」
を
訪
れ
研
修
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
自
作
地
や
作
業
受
委

託
を
含
め
１
４
０
ha
を
超
え
る
面
積

で
、
水
稲
や
小
麦
な
ど
作
付
け
販
売

し
、
米
粉
め
ん
な
ど
も
加
工
・
販
売

し
て
い
る
。
土
壌
づ
く
り
や
減
農
薬

栽
培
な
ど
で
低
コ
ス
ト
で
質
の
良
い

米
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
担
い
手
と
の
連
携
や

繁
忙
期
の
雇
用
、
農
地
の
出
し
手
か

ら
も
信
頼
さ
れ
、
地
域
農
業
を
引
っ

張
っ
て
い
る
。

　

第
１
農
地
部
会
が
研
修
し
た
Ｊ
Ａ

加
美
よ
つ
ば
「
南
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
」
は
飼
料
用
米
専
用
で
、

低
コ
ス
ト
や
転
作
田
で
の
生
産
拡
大

に
努
め
て
い
た
。
ま
た
、
農
事
組
合

法
人
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
は
、
集
落
の

農
地
所
有
者
だ
け
で
な
く
非
農
家
の

住
民
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
水
稲

栽
培
や
園
芸
作
物
、
農
業
体
験
交
流

な
ど
、
集
落
ぐ
る
み
で
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
た
。

農
地
部
会
先
進
地
視
察
研
修

  

先
進
地
の
農
業
経
営
を
学
ぶ

　
　
　

12
月
１
日
／
岩
手
県
雫
石
町
・
12
月
７
日
／
宮
城
県
色
麻
町
・
加
美
町

▲社長の菅原久耕さんの説明を聞く農業委員

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
幸
多
き
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
の
業
務
推
進
及
び
農
業
振
興
の
た
め
に
、
格
別
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
農
業
を
揺
る
が
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
が
先
般

の
国
会
議
決
を
無
視
し
て
10
月
、
政
府
に
お
い
て
大
筋
合
意
さ
れ
ま
し
た
が
、

輸
入
農
産
物
の
増
加
や
市
場
価
格
の
下
落
が
、
農
業
の
継
続
喪
失
、
農
村
社
会

の
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
対
策
予
算
と
し
て
所
得
補
償
な
ど
、
農
業
者
へ
の
補
助
金
制
度
と
健
全

な
国
土
保
全
と
い
っ
た
農
村
地
域
の
諸
活
動
に
対
し
て
、
農
業
環
境
対
策
と
し

て
直
接
支
払
の
補
助
金
制
度
を
拡
充
、
対
応
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
栗
原
市
は
合
併
10
周
年
を
経
過
し
、
市
農
業
委
員
会
も
委
員
と
職
員

が
一
丸
と
な
り
、
業
務
に
日
々
努
力
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
農
業
者
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
関
係
機
関
並
び
に
団
体
の
理
解
と

連
携
の
下
に
農
業
、
農
村
の
健
全
な
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
農
家
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
鈴す
ず

　
木き

　
康や
す

　
則の
り

新
年
の
ご
挨
拶

▲飼料用米を手に取る農業委員
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荒
廃
を
解
消
し
た
土
地
を
見
て
、
地
域

の
方
々
は
一
様
に
喜
ば
れ
ま
す
。
環
境
が

良
く
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
視
野
に

入
る
い
わ
ば
「
原
風
景
」
が
戻
っ
た
か
ら

で
す
。
農
家
に
と
っ
て
も
住
民
に
と
っ
て

も
、
そ
の
原
風
景
は
そ
の
地
域
固
有
の
も

の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
都
会
で
は
一
般
化
さ
れ

共
感
で
き
る
農
村
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で

す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
外
れ
た
作
物
は

売
上
げ
が
伸
び
ず
、
益
々
農
地
の
荒
廃
が

進
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
地
域
と
し
て
環
境
を
整
え
、
世
代
を

超
え
て
持
続
す
る
「
原
風
景
」
が
「
競
争

力
」
に
な
り
ま
す
。
外
部
で
規
範
や
規
制

を
い
く
ら
作
ら
れ
よ
う
が
、
内
な
る
連
続

性
に
敵
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す

れ
ば
外
国
産
の
安
価
な
農
産
物
に
も
負
け

な
い
知
恵
が
出
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
事
業
が「
原
風
景
」を
守
る「
共

助
」
の
発
露
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

 

『
原
風
景
を
再
見
』

農
業
委
員

　
門 

傳
　
　
仁

　10月下旬から 11月上旬にかけ、農業委員が農地
部会ごとに分かれ、耕作放棄地復元モデル事業を実
施しました。この事業は、農業委員の発案で始まり、
今年で3回目になります。

耕作放棄地復元
モデル事業
耕作放棄地復元
モデル事業

　今年度は市内３ヶ所73㌃の農地の復元作業を
各農業委員が草刈り機やトラクターなど持ち寄
り行いました。

　　これまで復元した農地は、農
　業委員を介して地域の担い手等
へ働きかけ、利用権設定を行い、
作付けにいたっています。
　今後もこの事業を継続し、荒廃
　農地減少の力添えになって行け
　　ればと思います。
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農
業
委
員
の
活
動

農
業
委
員
の
活
動

　
栗
原
市
農
業
委
員
45
名
は
、
地
域
で
の
活
動
の
他
、
毎

月
の
農
地
部
会
や
委
員
会
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
年

間
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▲毎月下旬に3つの農地部会が開催され、
　農地の移動について審議されます。

▲毎年冬に賃金検討委員会が開催され、
　農業委員や担い手代表の方々で農作業
　賃金について検討します。

▲農業委員研修
　農業情勢について年数回研修します。

女性農業委員が地元食材のＰＲで、
ズッキーニのスープ等の試食を

振舞いました。

８月30日
栗原市民まつりに出展

８月30日
栗原市民まつりに出展

▶
農
業
者
年
金
の
Ｐ
Ｒ
も
！

▲用意した1,200食の試食もすぐになくなりました。

毎月開催

◀総会、運営・農政委員会において農業
　委員会事業の活動内容などを協議します。
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

▲11月30日　宮城県農業委員大会開催されました。
　県内の農業委員が一堂に会し、ＴＰＰ交渉など 4 つの決議を可決し
　ました。当日は、鈴木会長が議長を務めました。

　宮
城
県
農
業
委
員
大
会
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

◇
宮
城
県
知
事
感
謝
状

　
　
　
　（農
業
委
員
20
年
以
上
）

  

門

　傳

　
　仁 

委
員（
一
迫
）

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　

  

ご
ざ
い
ま
す

▲10月23日、11月 6 日福岡県飯塚市議会、福
島県石川町農業委員会が、荒廃農地対策につい
て視察に来庁されました。

▲11月20日　東北、北海道の女性農業委
員が集まり研修会が開催され、栗原市から
は 3 名参加しました。女性農業委員として
活動するため日々勉強しています。

▲地区ごとに分かれパトロールを
　行いました。▲各農業委員が事前に調査

した荒廃農地などを確認
しました。

▶雑草の繁茂に加え雑木が
生えている田んぼも･･･
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　冬季は、申請や届出、相談のお客様
で窓口が大変込み合い、お待ちいただ
くこともあります。
　お手数ですが、事前に農業委員会事
務局または各総合支所市民サービス課
までご連絡の上、ご来庁いただきます
ようご協力をお願いいたします。

農業委員会事務局からのお願い農業委員会事務局からのお願い農業委員会事務局からのお願い

　農業委員会だより第29号で誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。
　４ページ　農業委員逝去のお知らせ
　　「阿部正紀委員」→「阿部政紀委員」

農業委員の選出方法が変わります
　農業委員会法の改正により、平成 28 年４月１日から、農業委員の選出方法が選挙では

なく市町村長が議会の同意を得て任命する方法に変わります。それに伴い、毎年１月に
行われてきました「農業委員選挙人名簿登載申請」は平成２８年１月か
ら廃止されます。
　また、現在在任している農業委員は、任期満了（平成２９年７月２３日）まで引き続き
農業委員としての職務を行います。

〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

「贈与税納税猶予の継続届」
「不動産取得税徴収猶予の延長届」
　　　　　　　　　　　の提出について

～農地の生前一括贈与をされた方へ～

　農地の生前一括贈与により、「贈与税の納税猶予」及び「不動産取得税の徴収猶予」を

受けている方は、3年毎にそれぞれの猶予を継続・延長するための届出が必要です。
　築館税務署と宮城県北部県税事務所から対象の方へ届出書が送付されますので、

2月15日（月）までに各総合支所市民サービス課産業建設係へ提出してください。

「農地中間管理機構通信」

平成28年１月は、
　農地中間管理事業の
　　　受け手募集期間です！
　平成２８年１月、本年度第３回目の農地借

受希望者（受け手）の公募を行います。

　借受希望者は、この公募に申請していただ

かないと機構から農地を借りることはできま

せん。（これまで既に応募されている方は手

続き不要です。）

　相談窓口・受付は、産業経済部農林振興課・

農業委員会・ＪＡ又は農地中間管理機構です。
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　平成２６年１２月から平成２７年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

  田（水　稲）
地  区  名

平　均　値 最　高　値 最　低　値 筆　　　数
金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 9,800 円 60 ㎏ 20,000 円 180 ㎏ 2,000 円 17 ㎏ 77 件 146 件

若 　 柳 14,900 円 81 ㎏ 22,300 円 126 ㎏ 4,000 円 53 ㎏ 695 件 161 件

栗 　 駒 9,100 円 52 ㎏ 15,500 円 108 ㎏ 1,000 円 19 ㎏ 380 件 712 件

高 清 水 10,700 円 75 ㎏ 17,000 円 90 ㎏ 4,200 円 23 ㎏ 70 件 126 件

一 　 迫 11,900 円 56 ㎏ 22,000 円 156 ㎏ 1,000 円 15 ㎏ 370 件 244 件

瀬 　 峰 11,600 円 56 ㎏ 18,000 円 185 ㎏ 2,300 円 13 ㎏ 637 件 120 件

鶯 　 沢 9,300 円 48 ㎏ 11,900 円 60 ㎏ 2,500 円 26 ㎏ 215 件 116 件

金 　 成 11,300 円 60 ㎏ 20,000 円 132 ㎏ 8,000 円 14 ㎏ 46 件 717 件

志 波 姫 14,100 円 62 ㎏ 22,000 円 92 ㎏ 1,600 円 30 ㎏ 364 件 72 件

花 　 山 5,400 円 33 ㎏ 7,000 円 80 ㎏ 4,500 円 10 ㎏ 63 件 107 件

栗 原 市 12,100 円 57 ㎏ ― ― ― ― 2,917 件 2,521 件

栗原市の農地の賃借料情報

※　特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。
※　データ数が少なく前年と大きく変動している地区があります。
※　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。

☆国民年金の第１号被保険者で
年間60日以上農業に従事して
いる60歳未満の方なら誰でも
加入できます。

☆年金資産は安全性を重視し
て運用しています。

・自ら積み立てた保険料とその運
用益により年金額が決まる「積
立方式（確定拠出）」の終身年
金です。

☆保険料は自分で選べ、
　いつでも見直しできます。
　・月額２万～６万７千円

☆支払った保険料は、全額
が社会保険料控除の対象
となり、所得税・住民税
が節税になります。

詳しいことは、お近くの農
業委員かＪＡまたは農業委
員会にお聞きください。

☆農業者の担い手には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります。
　　農業者年金の加入要件に加え、
　　　①３９歳までに加入　　　②農業所得が９００万円以下
　　　③認定農業者で青色申告者等を満たせば受けられます。

Ｑ：農業者年金って

　　　　どんな年金
？Ｑ：農業者年金って

　　　　どんな年金
？

Ａ：農業者がより豊かな老後生
活を過ごすことができるよう、
国民年金に上乗せした公的年金
制度です！



もぎたてフルーツ工房 土里夢（どりーむ）
☎0228-24-8377 ホームページ : www.dream8377.com
 直売店やあやめの里で販売・ネット販売・業務用も承ってます！

もぎたてフルーツ工房 土里夢（どりーむ）
☎0228-24-8377 ホームページ : www.dream8377.com
 直売店やあやめの里で販売・ネット販売・業務用も承ってます！

　一迫片子沢地区に平成 27 年 7 月、地元の農産物をシャー
ベット加工・販売する『もぎたてフルーツ工房 土里夢』
がオープンした。地区の農家で構成する生産組合「ドリー
ムファーム岩下」で栽培したモモや、小豆やイチゴなど地
元で取れた農産物をふんだんに使っている。栗原の味覚を
一番おいしく食べてもらいたい思いがこの「シャーベット」
となった。フルーツなどの素材の風味がたっぷりで、口当
たりが滑らかなのが特徴だ。
　所長の渡辺信雄さん、生子さん夫妻は、昨年、東京から
この栗原市の地に移住してきた。自然豊かな土地と地域の
人との出会いで充実した毎日を過ごしている。
　モモ以外にもイチジクやエゴマなどの生産・加工に取り
組み、地域の良さを見つけ発信していきたいと語る。

▲シャーベットは一つひとつ手作りです。
　人と人との出会いを楽しむ渡辺さん夫婦

農家工房 み～つけた!!

◀
栗
原
に
は
美
味
し
い
味
覚

　が
目
白
押
し

　素
材
そ
の
も
の
の
味
の
美

　味
し
い
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

《営業時間》10時～17時
《営 業 日》 ７～９月 月･火曜除く毎日営業
　　　　　 10～６月 土･日･祝日営業
　　　　　 ただし、１月から３月17日まで
　　　　　 直営店は休業

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

昨
年
は
農
協
の
改
革
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
大
筋
合
意
・
農
業
委
員
会
法
の

改
正
と
大
き
な
転
換
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
、
農
業
に
従
事

す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
発

想
の
転
換
が
必
要
な
年
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
者
は
生
産
者
と

呼
ば
れ
、
作
る
こ
と
に
重
き
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
生

産
か
ら
販
売
ま
で
い
わ
ゆ
る
事
業

者
と
し
て
の
視
点
が
必
要
と
な
り
、

行
動
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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繁
殖
牛
の
規
模
拡
大
で
生
活
の
安
定
を

　

栗
駒
尾
松
地
区
の
伊
藤
慶
博

（
37
）さ
ん
は
、
父
親
、
妻
、
子

供
３
人
の
６
人
家
族
で
水
稲
兼

畜
産
（
繁
殖
牛
）
経
営
を
営
む

専
業
農
家
で
す
。

　

現
在
は
、
水
稲
栽
培
16
㏊
、

飼
育
牛
（
親
牛
17
頭
、
子
牛
13

頭
）
を
経
営
し
て
お
り
、
水
稲

栽
培
の
忙
し
い
時
期
は
家
族
全

員
で
協
力
し
、
水
管
理
等
は
父

親
に
お
願
い
し
、
牛
の
飼
育
管

理
は
慶
博
さ
ん
が
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

慶
博
さ
ん
が
学
校
を
出
て
就

農
し
た
当
時
の
経
営
は
、
水
稲

栽
培
を
主
に
養
豚
経
営
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
稲
作
経
営
だ
け
で
は
生
活

で
き
な
い
と
思
い
、
９
年
前
に

１
頭
の
牛
の
飼
育
か
ら
始
ま
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
良
質
肉
牛
の
飼
育
に
も

務
め
研
究
し
、
こ
れ
ま
で
も
県

や
市
の
共
進
会
に
出
品
し
、
数

多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
飼
育
頭
数
を
増

や
し
て
生
活
の
安
定
を
計
り
、

平
成
29
年
度
宮
城
県
で
行
わ
れ

る
全
国
共
進
会
に
向
け
て
出
品

す
る
こ
と
を
前
提
に
取
り
く
み
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
負
け
な
い
経
営

を
め
ざ
し
て
行
く
こ
と
を
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
取
材･

記
事

　
　
　
　
　

伊
藤
重
行
委
員
）

▲家族で協力して農業を営む伊藤慶博さん


